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エ チ レ ン 爆 ご う 実 験
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1. ま えが き

エチレンガスは近代化学工薬では最も多長に取扱か

われているものの一つであり.このガスの漏洩による

爆発gf故も生じている｡この事故の中には爆ごうを生

じたとみなされるものもある｡ところがエチレンの空

気中での爆ごうの特性はほとんど知らか,ていない｡こ

の報告は,これらエチレンガスの爆ごうにともなう各

項の特性伍について英和したので,その炎抑鉱につい

て報皆する｡

またこの実験は,昭和44年度野外突放 ｢エチレン爆

ごう尖験｣と題して,岩手山ろくで通産省化学コ二某局

と資源技術拭政所 (現公脊資源研究所)との弗僻で行

なわれた野外大型爽験の益礎爽政であり.野外尖故の

老来も一部含めて報告する｡なお野外突放の詳細は,

別に押しい報位･があるのでそれを参照されたいl)｡ し

たがって一部の項目について詳細に光政を行なうこと

よワも,多くの条件下でおうまかにデータを得ること

を目的とした｡このようなgr柵で報告の型式を変え次

の項目に大別し,それぞれについて検討までをまとめ

る重りこした｡

川 鋼管中爆ごう爽験

(2J連関爆ごう転移実験

13) 野 外英験

21 銅管中爆ごう実験

この光政の目的は･エチレン-空気系の爆ごうの各

葡特性qI'を知ることおよび矧町爆ごう転移実験の姑礎

データを得ることであった.このため3インチの銅管

の一胸で着火し,爆ごうに転移させた｡このようにし

て得られたデータは･爆ごうLL:力,爆ごう淡伝ば迎姥

爆ごう肋噂距賂 爆ごう限非呼であった｡

211 爽虫 鼓匿

用いた実験装既を Fig･lに示した｡ 銅管 ① の徒
は･Eil氷ればJ:兼｣二の尖規模に近い尖測肌を得るため

と･次の項目の空何処ごう転移共敦に出来るだけ大き

な径のものを使用したいということから)インチ管を

選んだ｡なお･使Jllした銅管の英か雁は 80.4mm で
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あった｡また鋼管の素材は,普通のガス配管用のもの

を用いたが,われわれの対象は初期条件が常圧である

ので計井上の敷皮は充分なものと推定される｡鈎管は

両地フランジつきのもので, I,2,4.5m のものを

組合せ,全長約 12m と27m の2系統のものについ

て釈験した｡

銅管の出口側の-き削こユニオン ⑳ を取付けた｡こ

のユニオンは塩化ビニール膜 ◎ で管を仮密閉するた

めの媒体として用いたものである｡塩化ビニール膜の

好きは 0.1もしくは 0.2mm で,普通はl払 灸作

に応じて放散を変えた｡銅管の他鵜は着火地で密閉に

して用いた｡

銅管中のエチレンの濃度詞盤は次のよ･)にして行な

った｡まず,ブt,ワー ◎ で銅管中のガスを充分に新

鮮な突先と粒換した｡ブpヮーを駆動させながらエチ
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レンボンベ ◎ をlnき,予浪合墓 歯 にエチレンを入

れる｡予汲合轟には防爆型のかく枠用のフアンがもう

けであり,あらかじめ充分空先と取合させなが鋼管に

導入する｡鋼管小のエチレン浪度は光干沖珊浪度31･に

より枇 した｡

混合ガスの肴火源は, 2次僻砥FEl5kV のネオン

トランス ⑳ の出力を,着火韓に取州 TけたEl軌車用

の点火プラグ ◎ に帝人した敦力な筒気スJl'-タ源で

ある｡このスパーク源による測定妹子への雑音信号を

抑制するために,帝火解 と本銅管のr剛こ絶縁用兵 ⑩

を必要とした｡

銅管本体にはおのおの 40cm 間隔で )/2インチ径

圧力甑定用孔 ⑱ を全長にわたって備え.また同様に

40cm 何軒で 18mm 径火炎速度耐定用孔 ㊥,⑳ を

全長にわたl)備えた｡各務定子の位田は実験条件によ

り変えた｡

用いた圧力変換!馴ま.ストレンゲージ式のものと半

噂体膜式のものの2唖である｡前者は主として銅管長

12m のものに,役者は 27m のものに用いた｡スト

レンゲージ式のものはエンジン指圧計と線する新興通

倍 K.K 封 MP50,MP100および共和屯英K.K.

袋PGH50系統のものを主として用いた｡この指圧計

の固有振動数は20-50KHfのもので,これより得た

伯母を応答周波救 2KHzの動盃約定額を通して偲磁

オシログラフに紀放した｡半噂体のものは固有振動数

約 60KH'であり.10KH一の在乾坤輯常を過り髄碇

オシログラフに紀録した｡確碇オシpグラフの振軌子

は, 固有板劫欺 2.5もしくは 7KH一を用い, 記録

速度 )00ctn/BCCで紀錬した時間分解鰍まはIf Ims

である｡

火炎伝ば速度は,シリコンフォトセルを用いた光学

式火炎検出素子とイオンギャップ式火炎検川瀬千を用
い,2点間の平均火炎伝ば速度を求めた｡シリコンフ

ォトセルのものは火炎の存在している抑 ま伯号を発生

するものであるが.イオンギャップによるものは火炎

到潜時のみにパルス信号を発生するタイプである｡役

者は燃焼火炎を対象とし,ギャップ間取旺 6V,作動

時のギャップPq抵抗仇 2MO として紋計 されたもの

で,イオンギャップは 5cm長の針金を2本平行に舷

らべ管中につき山してものであった｡このため銅管の

着火姥8gの火炎速度軌宣孔 ㊥ に用いた｡これは筏述

するように爆ごう訴導経 を短縮させる乱し椿の勘き

をしたため仮乱し棒と以後名付る｡

佐乱し樺の効果が癖欝され,たので, 27m 戊の尖験

では銅管の内鰍 こ荘径方向に渡した乱し棒t,批付ける

ことにした｡ 径 2mm の鉄棒を直径方向に溶接し'

各 20cm P)関で 4m の区間にわたり津田した｡乱し
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棒はなるべくランダムな乱し方を与えるべくそれぞれ

任国をずらした｡

銅管の佃｢吋削ま, 12m 長のとき必宰引こ応じてt='ニ

ール溶射 ⑯ を取付けて次項の爆ごう転移実敦を行な

った｡また 27m のさいには同じ経の銅管を取付け

て,研げき波の盛衰管 ㊥ の役目を持たせたところ,

爆ごうを生じた時は非常に有効に働いた｡

この突放系掛 こ用いたエチレンガスは工芙用のもの

でエチレン95,0.'以上であった｡

212 央戟 結 果

a) 爆ごう圧力と火炎伝ば速度

この尖敦の放初の目的は,エチレン-空気系で爆ご

うを生じうるものかどうかを調らべることであった｡

そのため庇も爆ごうを生じやすl･､英田としてパイプ中

爆ごうを選んだわけである｡そして燦ごうしたか否か

の判定は,糾られた圧力オシt,グラムからその圧力の

大きさと圧力波の伝ば速度およびオシログラムの型か

ら判'起した｡抽助的 に火炎の伝ば速度からも判定し

た｡いずれの加法を取ってもその判定は比較的容易で

あった｡また-35験的には,ユニオン鰍 こ取付けたビニ

ール膜の破れ方で故実に判定が可位であった｡爆ごう

したものは銅管の内径できれいに打抜かれた形状を呈

し,そうでか′､ものは如何に強烈であってもビニール

膜の一部が引き裂かれた状趣であった (Fig.2参府)｡

火炎伝ば速度は.各火炎拘点の恰母の立上り始めた

時剛選とあらかじめ沸定しておいた各沸点問の柵 と

から計弟した平均火炎伝は適齢 こよった｡圧力湘点刷

についてもEtカオシログラムの立上l)始めた点から同

様に平均B:JJ伝は速度を求めた｡燥ご･)したところで

は火炎とLJF.力による速度とのrZqに益は潜められなかっ

た｡伝ば速度は,距離蜘定とさらに出として時間軸症

の有効Hi款か√一l'Bq軽度の誤射ま充分見込まれ,るもの

である｡

Fig.2 R
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爆ごう圧と火炎伝ば速度は倒々に-'#記しても意味が

ないと思われるので,
Fig.
3に偵ごう圧力と火炎伝ば

速度との関係として一括して示しておいた｡この
デー

タはすべて管長12mの場命である｡
縦軸に爆ごう圧

力比(英断こはゲージ圧をそのままブpツトした)を

とり,
横軸は火炎速度をマッハ欺Mで表した｡回申

白丸は安定な定常爆ごう域での肺であ1),
それぞれ

)6-2 0kg/cm
2および).60

0-).9
00m/secであった｡
b)爆ごう誘導拒麻

滋い管中で着火点から爆ごうに位移するまでの距

】払すなわち爆ごう晴等蛾は,
保安上からも燥ごう

性を判別する盃郵な散である｡
そしてガスの櫛軌組

成
,
常在
,
℡良
.
管の内壁の状舷,
点火源の強さ苛に

依存することが経られている｡
ある軽度条件をしぼっ

た場缶エチレンー空気系の爆ごう帝等鎌がいかほ

どの大きさになるのか.
親戚変化の影響および爆ごう

に至る前に爆発汝を乱すことによりどれほと溝等詐取

を鮭輪しうるかについて拭致した｡
爆ごう勝苛税の求め方であるが,
透明管を用い流

しカメラで記録するという光学的方法が望ましい｡わ

れわれの英敦ではこの方法は適用できなかったし.オ

シログラムの爆ごう波と爆ごう反射波(RetomtlorL)

の到耕した点から求める次啓の方法は,スムースなパ

イプの場合適用し終るが,乱し
辞をつけたものはオシ

t7グラムの解析が不可能なために利fflできなかった｡
各軸点の距離に対してそれぞれLI:カと火

炎信号の到廿の時間を取り,それらの曲穀の交点から求める方故を Ftg.4 Thee

qectsoEeLhylcnconcentrationsonthedetoNItioninducingdist

ances庇終的に選んだ｡爆ごう後は圧力と火炎はともに

l本の紅線で,燥ごう肋はそれぞれ別の紅線で教わされ･

)る｡このようにして糾られた爆ごう携噂距離をF

ig.4に示す｡l刑 場 九は乱し棒をつけなりスム

ースなパイプのものである｡ ×印は仮乱棒を

取付けた場合のエチUay∈■âO
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レン組成変化の影響を調らべたもので,爆ごう携導距

離を短縮することは明らかに認められる｡以上の2系

続は管長 12m で求めた依であるが,国の一番下にブ

t]ツトしたものは管長 27m で乱し樺区間 4m の場

合である｡仮乱し棒を取付けた場合約 5m,乱し枠を

つけた場合最短約 4m になった｡

C) 爆ごう限外

燃焼限界と同様に爆ごう限界が存在することも知ら

れている｡ところがエチレンー空気系の爆ごう限外に

ついてはほとんど知られていない｡われわれの求めた

爆ごう限料ま磁気火花で着火した場合のものである｡

Fig.5はこの炎験で求められた爆ごう限界を示した

ものである｡稜々の淡示法が考えられるが.もっとも

明瞭な閑稀を教わすものとして選んだ｡図や茄九は管

長 12m によるもので,白丸は管長 27m のものであ

る｡そして推定された駁界餌を縦破線で示した｡その

数倍は 5.3-9.1,00'であった｡

2-3 尭験措具の換肘

a) 感ごう圧力と平均火炎伝ば越波との関係

この突放で求められた爆ごう圧と平均火炎伝ば速度

(爆ごう淡伝ば速度)はせいぜい2桁粗度の純度であ

ることは駒速の通りである｡村らatた測定櫨がどのよ

うな位酸を占めるのか適当なバロメタがあれば,とい

うことで以下の検討を行なってみた｡

空L=̂中の術撃波の進行について (I)式なる関係が

導かれている2㌔

AT'/P=[2γ/(T+l)](M2-I)- -･･･-(I)

ここで,APは衝撃波前後の澄圧,J一は術撃政商カ

の気体の圧力 (絶対圧),γは気体の比熱比,AIは衝

撃波のマツノ､款である｡

また爆ごう波については (2)式の関係が導かれて

いる3)｡

dP/P=[γ/(γ+))コ(JV2-1)･･.I-･-･･(2)

(])式に破線を, そして (2)式に架線をそれぞ

れ当てはめに画いた｡安定な爆ごう域にあるとみなさ

れるデータはすべて (2)式について表わさすLること

が判る｡ ただLrの値はすべて空気の常温の他 1･4

を用いた｡rとM の低の採用について多少鼠瓜があ

るが, (2)式によって爆ごう圧とヤツノ､数との関係

を充分説明しうるものである (白丸)｡ 尖線より上の

点は火炎面に先行する衝撃波を表わし,炎線よJ)下の

点は爆ごうへの遷移において湘定器が現射 こ追随出来

ないことを示すと考えられる｡

b) 爆ごう誘導雄雌について

ェチレン-強気系の常比での爆ごう誘導郎雌につい

て報告されたデータは,われわれの調査した範雌では

見当らなかった｡そのlつの理由は,爆ごう訴噂雄勝

〉ol.31.No,5.1g10

があまりにも多くの条件により変勤し,必ずしもある

定数では漉されないということに結びつけられよう｡

保安上の見地から,大まかにこれらの条件の閥の関係

を調べた報告があり一),爆ごう塀導軽取は管径,泡合

ガスの分子丑および正常燃焼速度に関係するとして,

これらの関係を固化している｡これらの関係からエチ

レンー空気系の常圧における爆ごう誘導距経を推定し

てみた｡ただし.この関係はガスの種類と濃度がきま

ると誘導距離と竹径の比は一定となる｡(ただし, こ

の法則で成明出来ない!At験結果も報告されている与)｡)

椎'起した倍は3ill管で7.6mであl),この倍は Fig.

4の白丸で示した｡樹のようにこの計井値はわれわれ

の突放データにはば一致し,文放りによる関係はある

粒度%T･用性があるものと思われる｡

乱し棒をつけるとかなり爆ごう祈導柵 を短くする

ことができ,ばらつきも少く組成変化につれてほぼ一

定の俄向曲鰍 こあてはまった｡これは管断面の直径方

向に乱し棒を取付けるという乱しガが,火炎約両に再

現性ある乱れを生じせしめたものと推超される｡

C) 爆ごう限界

エチレン-空LzL系の爆ごう限界班を記載した報掛ま

見当らずただ図示した例があるの｡ この問から不正柾

Fig.a
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ながら限界餌を求めると,4-12% になる｡この他は

われわれの求めた伍よ()も上下にかなり広い｡文献に

は条件が明示されず推掛 こよらざるを得ないが,附 l)

での強力な新火源を用いたものであろう｡したがって

前述したように一敦はせず,われわれの仇は ]条件下

の仇として忠味があろう｡

d) 帝火点からの拒隈と爆ごうLl:.力との附係

次の節の坤僻として,安定な定常爆ごう波の形成と

いう税点に立ち,潜火点からの鮭取と爆ごうLf:力との

関係を求め,Fig.6に示した｡当流に近い組成の場合

は新火蹄から約 lOll､の距離で安延な爆ごうが糾られ

る｡

3. 全脚爆ごう転移兎験

この実験は,2跡で取扱かった平面爆ごうでなく三

次元の牡がりを持った容辞での三次光伝ばの叫稔性に

っいて基礎データを得ようとしたものである｡爆ごう

を起させる容矧 まビニール布封の立方件である｡侭ご

う中火渡 は2蹄で取扱かった酔 P平両棲ご･)波が立

で,後には小さな空馴耶こエネルギを典中し得る火薬を

用いた｡

3-1 管中平面付こう汝による全閉爆ごうへの転移

三次元の爆ごうを起させる手段 は態々考えられる

が,工場等の昨故で爆ごうを生じると思われるもっと

もらしい糾噂設定を行なって見た｡すなわち,抑池し

たガスに着火し,せまい通路上を発達しながら伝ばし

て熔ごう波に駐捗する｡その爆ごう波がかなり瓜 ､空

f抑こも移I),辻に地物全体が爆ご･)する｡このような

･tデルとして2跡の比いパイプとビニールが部との紬

[ナせを設定した｡

この火敦で粉ごう発生源として用いたパイプおよび

そ1日こ附鵜する用Ji･および湘超矧掛 土すべて217Tjで述

べたものと(18じである｡ただしこの糊か管比 12Illの

メ(ブ/='げについて行なった｡このバイプq)先ユニオ

ン1..5tSをビニール'ii掛tJに入れた｡ビニール容群の柄道

をFiJ3.7に示す｡本作は鉄アングルで,大きさは ]m

立カ,I.2m =1-T.～))',).8m 立方および 1.8×1.8×3.6

m の4柾である｡I:'ニール和は 0.1mmP/のもq)で

あ['かじめ枠の寸法に成形した袋状のもを用い,キャ

ップで枠の下矧 こ弼'Ii:するようにした｡混合月け '/ン

をlLiJ鯨させながらエチレンガスを噂人し,浪Juhガスを

竣引管よI)鞭引し光-1=渉型濃度計で親政を測定した｡

ビニール袋内の爆ごうを判定する:Ti段として 2-3鯛

所で11:.力洞定を行/亡つた｡

火験は次のよう!LITj3日に分けて行なった｡

川 ストレート/.'イブによる爆ごう波打込み｡

(2)I.'ィプq)光跡 こ金網カバーを取付ける｡

t3JI.'ィブの先矧 こ拡大′.'ィブを取付ける｡

FJg.7 EIP)



の文献からわがわがのIbtみを検討すると,3in管は爆

ごうは生じない筈であI).40cm の拡大パイプでは少

なくとも 50,a.'以上の串で爆ごうを生じ得るはずであ

る｡ 100% の爆ごうを望むのであれば径は 20-24in

とすべきである｡(そしてこの径における爆ごう誘導

距灘は 50-60m となる｡)このような検討にもかか

わらず色々の琳情により,この節の実射 まこれで打切

られた｡

3-2 火薬による空間椿.:うの発生

この失敬では,1.2m 立方のビニール袋のみを用い

た｡ガスの流産詞韮払 濃度蜘定および爆ごう判起法

は3-1と同様である｡着火沖は6号怒気雷管+PETN

10gによる中心点火である｡本来鰍 こ先だち, 坐気

中で同株な苛火源を用いて空実験を行い,燥ごう時の

ni力と比放した｡ エチレン濃度 7t6/OQ'で新火した姉

娘, 明らかに爆ごうを生じた｡ この時の爆ごう圧は

8.2,7.5および 7.6kg/cJnZであった｡ 空実数のさ

いの圧力は 2.0,0.8および I10kg/cmtで,インパ

ルスからみても火薬による爆ごう庄-の彫管はほとん

ど無祝しうる｡各測点の立上り始めた時間から計井す

ると, 爆ごう波の平均伝ば速度は約 2,000m/secで

あった｡強裂な衝撃音を発生し,欽枠は外側にわん曲

しまた浪合フアンは使用不可能な扱破墳した｡ビニー

ル布は細かに引き裂れて,四方にかなり遠方にまで飛

び,周囲の草は茎のみを残して葉は粉々に飛散した｡

1回だけの実験であったが,梯々の琳備によりこの突

放は以後実行不I,T能となった｡

火瀧をそして lOg という薬量を川いた桃山および

これと似ごう波打込みとの関連性について検討してお

く｡エチレンではか ､がパイプか['の爆ごう波の打込

みによりアセチレン-空気系を爆ごうさせた報告があ

る7)8'｡ この搬JRr'-によれば, ある条件下では同じよう

な爆ごう組成姑閲をJj･えるパイプによる爆ごう打込み

径と火薬畳とがあり,この瓜で和音を対比しうる｡一

般的な関係ではないかもしれないが,文献 による往

20-24inを外挿 すると当故の炭化水素-空気系 を楽

rfq爆ごうさせるに必繋な薬_hrtPETN10-15gが導び

かれる｡水楽一空気系については PETN2g以上必鞍

だという報La'･も9), この点から参額になるデータであ

る｡したがって,エチレン空気系を確実に空間爆ごう

させるには少なくともPETNIOJ!以上を用いればよ

いという指針が得られたわけで,しかもわがわがの実

験で炎証されたことになる｡

4. 野 外爽験

野外実験の内容,紙軌 範億等の詳細については,

まえがきで述べたように別に詳しい報告▲)があるので

それを参照されたい｡ここでは概略を貌明するだけに

Vo1.31.No.3.1970
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Te,弓ナ∧血ZFig.9 Conslructionolht)usesE{)rth
edetOn-allOrLtests 4-2 爽験結果と検肘a) 爆ごう英数

尖執 N0.1はエチレン平均濃度 9.4,00'と

5.720'で'bt故したが前者 は爆ごうを生じ,後

者は生じなかった｡(I二】絵写苅参照)｡ リ言放 N0.2

の爆ごう波打込みの場合辿屋内の平均濃&;は 5.

15,00'であったが,パイプ中では爆ごうを起して

いたものの打込み位匿での浪度が帆ll.していたため

か建屋内では爆ごうも爆発も生じなかった｡火薬点火による方法では 7.4,% 平均済

度で明らかに爆

ごうを生じた (Ll絵¥耗参照)｡このように潜火源として火兆を選ぶと

,適当な組成でエチレン一室米系は空間爆ごうを起し得る｡

爆ごう波打込みは文献l)によればラッパ管の山口ま

で爆ごう波が伝ばしたとすると故実に姓島内に爆ごう

を起させうるようなIilu径を用いたばすであるが

爆ごうは生じなかった｡爆ごうしたものについて

は次のような結果が得られた｡高速度映繭とストロボ

とを組合せて得られた衝撃波速度から計辞した衝撃波

のJi射圧力とブラストメータによl)得た任は-敦

した｡また実験 N0.1とN0.2のブラストメータ

の計軌値から.エチレン空気系の燥泰照)｡爆ごう炎

敦では,建垣内のガス拡散状況および建朗内外の燦ごう現象を観測した｡燥ごう現

象観抑 こは鯉城内の燦ごうLi,爆ごう波伝ば速度,畑屋外の衝撃波If.jJ,減衰効果等が含まれ,60個以上のブラストノ

ー外 ピェゾによる洲

は,ストロボ発光による速度測'起方法を利用した｡またこれらの観測と

平行して,吹画による爆ごう現象の撮影を行なった

外,建用.の液蟻状況,防爆壁の破損,窓ガラスの舷弧 飛散物の状況

空.･2日こついても調漉した｡

b) 拡 散実験

拡散-93験に用いた設鰍ま,21nX2mx

Jm,I_Vさ 0.2mの鉄筋コンクリート判防液堀で,底は4ui,tLのまま用いた｡エ

チレンはローリーがら約 90m のパイプラインを-て液として放出した｡軌定項目は自然蒸発

速度,拡散状況観測の

ための浪度測定,炭酸ガスによる不燃化と消火実



ごうのさいの葉虫,距鮭,爆風庄カに関する相似則が

得られた｡火薬によるものと比按すると,近い距庫で

は火薬の方が圧力は大きいが,遠方では逆にガスの方

が大きくなり, したがって減褒度 はガスの)I-が小さ

い｡
郁々のコマ速度で擬彫した映両は非常に良好で視覚

的な紐々のデータが得られた｡その中で突放N0.2の

爆ごうのさいの迎屋内の初期爆ごう波の伝ば状況が観

測された｡ これを Fig.10に示す｡640コマ/S∝ で

撮影したもので, 各コマ問の時間は 1.56msecであ

る｡ 1コマElから6コマ日までを図示したが, 2コマ

日までは爆ごう波軌ま曲面であるが,3コマ日以後は

ほぼ平面波で,特に4コマ目以後は等速塵で伝ばして

いる｡この時の速度はイオンギャップ法で求めた値と

～致L.I,760m/secであった｡このようなパイプ中

伝ばと同様な現射まあらかじめ推定しうることではあ

るが,このような大きな規模の速見中でも同じように

伝ばすることを観鰯し得たことは興味喋い｡

この外障壁等についても有用なデータを得たがここ

では省略する｡特に,窓ガラスは普通ガラス,合せガ

ラス,細入強化ガラス,ポリエステルガラス等の材質

のものを用いたが,実験 N0.2のような地力な爆ごう

のさいには 40m取れたところでも細々になって飛散

するという保安上有用なデータを得た｡

b) 拡 散爽験

防液軽に放出したエチレン液緒放出量は 940kgで

あった｡放出後の自然蒸発速度は 5.5Z/min.m=であ

った｡ この後,級状炭敢ガスを2個のノズルから 38

kg/min, 防絞擬の面積当り9.5kg/minの剃りで放

糾した時, エチレンの蒸発適齢 ま5.451/min.m=で

あった｡この炭酸ガスの放出はエチレンガスの不燃化

を3l･つたものであL), この先件下では着火 しなかっ

た｡

これらの実験系を通じて,約 46分間に淡l)ガス濃

度計mlJを行なった｡ 風速が 5m/sccという条件であ

ったため, エチレンガスを故知した範朗は風下 20m

以内であり,燃旋範囲の浪度を故知したのは数点のみ

であり,これも全期間に絞り平均すると最高で 0.8,04'
程度であった｡

炭酸ガス故山停止後者火させたが.時間の径過とと

もに火炎の熱を受けて次掛 こ激しくなった｡この状態

で3僻のノズルから再び炭酸ガスを故山させて消火実

験を行なったが,消火しきれなかった｡これは炭酸ガ

スのパイプラインが火炎にあぶられてベーパーT3ツク

を起し放出魚が激減したことと,そのために液状でな

くガス状で放出したためによるものと思われる｡

5. あ とが き

本来政は大規模なエチレン野外実験を目的としたも

のである｡この中で特に拡礎実験を中心にまとめてみ

た.野外火験に先だち官学菜界の学敢経験者よりなる

炎行委員会を構成した｡進礎実験の実施に当っても,

この実行委n会のメンバー,疋田先生の外諸先生方に

も御指導をいただいた｡野外実験の計画,実施につい

ても,実行番Ei会,甘学菜界,自術隊,地元各部団体

の協力により行なわれた｡ここにこれらの御指導,御

協力に探甚の謝意を表わします｡
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OnG舶eOuSDetoll&tioTLOfEthyleme-AirAtixttlreB.

byK.Shiota,S.Akaba,S.Kato

andT.Mat2;uda

ThreetypesoEexperimentalstudiesotlthegaseousdetonationoLethylene-air

mixtureSWereCarriedout;

i) Intheexperimentsontheonedimensionaldetonation propagating through the

Vo†.3T.No.53IWO 1317-



ductseveralCharacteristicparameters,egdetonationpressure,detonationvelocity,

detonationinductiondistance,limitsofdetonabilityeta,wereobtained.

ii) Theinitiationofdetonationintherectangularvessels(volume1-12m8) was

studied.The explosive gasesinthe vesselscouldnotbedetonatedbythe

detonationpropagating111rOtlgh theductoEthediameterOE3inches,whileit

couldbedetonatedt〉yuseofNo.6detonatorpluslogPETN.

iii) IntiationoEdetonationcouldoccurin thehousefilledoftheexplosivemixtures

ofwhichvolumewas27and770m3 respectivelyI)yu光 OEsomequAndtyoE

explosives. IntheseenperimentstheattenuadonoEshookwavesproducedbythe

g8SeOuSdetonationsweremeastlredAtSeVeralpoiJltS.

(GovemmentResotlrCeSR也 ea托hInstitute,Tokyo,Japan)
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火薬ガスの噴射式刷岩橡をソ連が開発

ソ迎からの報iKlこよれば,ソ速の技術者杜20畔の

研死の姉弟噴射式の刑岩槻を開発した｡この削岩級

は地中に食こみ,火非ガスの唄肘が公石を粉砕し,

これをRIJ岩扱とその容欝のrqにある摂関を遜じて地

喪に投げる｡桐るカ向はfEE波による指令で変吏でき

る｡火兆の印僻見がTrくなDかけると,この別LL税

は皮紐の湘当歳の火薬を噴射して[]ら地表-山てく

る｡失敬によると,LL石を1m舶るのに1秒 しかか

からぬという高倍率で刑場作英を大いに進歩させる

ことがICきる｡この削岩税は トンネルや井戸を掘る

のに,地質学上の訳桐に,鉱tltの故助作菜に,パイ

プラインmのみぞ舶!=こ使用できる｡

(F]刊工粟45.8.30)(伊藤)

蜜があれば18分で雨が障る

レニングラー ドの地球物理学現前所は,これまで

怨の中で起きる粒々の物理現象の研究をナナめてき

たが,この研究が央際の免魚状況の改符に利用する

ことが可位になりそうだという｡

何研究所では欺年約から,中央アジア方面で,ひ

ょうを防ぐため,ひ上うむ降らせる宝に砲弾やt,ケ

ットを打込む方法がとられ,効果をあげてきた｡こ

の方法は完全に軸鼓されており,現れは人工雨を砲

架に降らせる研究に皿瓜がおかれている｡

この方故は普並の方故では手に負えない大規模な

tll火群の消火を目的に研究されている｡この分淡は

雲の上脚部の過冷部分に,よう化鉛,またはよう化

銀を入れたカプセルをrrこみ,カ･/セルが燃えて耕

気になった時急冷して微小Ir紙瓜を作り.これが按

となって.まわりの水弟免が氷の括瓜になる市を利

用している｡1gのよう化成で約1兆鵬の微粒子が

できる｡氷の結晶は搭下しはじめると,まわDの水

面を吸収して.LT_)いに大きくなり頚の下面の吸い

部分で溶けて雨になる｡このカプセル打上げの人工

降雨法では.打あげてから降雨まで15分位しかかか

らない｡

昨年 lLF･問でこの人工降耐故により10万-タター

ルの山火事を消し止める布ができたとい･)｡

レニングラー ドの地球物理学研究所 で は, この

也,反対に雨や雪の降るのを阻止する方法も研究中

である｡ (技術ジャーナル 45.8.21)(伊藤)

-318- エ某火薬陰金曲




